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［町議会だより］

令和7年 二十歳を祝う集い

 　　　　　 梼原町議会 市川岩亀議員 高知県功労者表彰受賞

 　　　　　 これまでの課題を評価し次年度に繋げよ

 　　　　　 ワイン事業は民間に移譲するべきである

 　　　　　 二常任委員会を一常任委員会に改める

西川  慶男  議   員

下元  秀俊  議   員

西川  慶男  委員長

一般質問

行政報告

一般質問

委員会報告

令
和
七
年
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市
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美
奈

書　
　

記　
　

氏
原　

香
理

初
春
を
迎
え

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て

輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　 
令
和
七
年 
元
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
議
長
　
土 
釡
　
　
清

議

会

運

営

委

員

会
（
６
人
）

総
務
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
（
５
人
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
５
人
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会
（
７
人
）

事　

務　

局

土釡 清 議長

藤原 伸 議員 市川岩亀 議員 來米豊史 議員 西川豊正 議員 森田呂弥 議員

迎

春

西川慶男 議員 下元秀俊 副議長
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新年のごあいさつ



　

脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て
、
今
日
ま
で
執
行
部
よ
り
説

明
を
受
け
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
今
後
の

財
政
状
況
に
不
安
が
あ
る
こ
と
等
、
様
々
な
課
題
解
決

が
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
、
補
正
予
算
も
反
対

を
し
た
。
従
っ
て
今
回
提
案
さ
れ
た
脱
炭
素
事
業
関
連

の
議
案
は
全
て
反
対
す
る
。

西
川  

慶
男

私
は
こ
う
い
う
理
由
で
反
対
で
す
！

提
案
さ
れ
審
議
し
た
主
な
議
案
に
つ
い
て
の
概
要
（
※
質
疑
は
抜
粋
）

専
決
処
分
の
承
認

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

条
　
例

国
民
健
康
保
険
梼
原
歯
科
診
療
所
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

そ 
の 
他

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

（
令
和
６
年
度 

地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推
進
交
付
金

  

事
業 

梼
原
町
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
構
築
工
事
）

梼
原
町
立
国
民
健
康
保
険
梼
原
病
院
医
師

住
宅
等
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〈
主
な
補
正
内
容
〉

●  

内
容

　

衆
議
院
解
散
に
伴
う
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
に
要
す
る
経
費
等
に
つ
い
て
専
決
に
て
予
算
の

補
正
を
行
っ
た
も
の
︒

　

総
額
８
百
７
万
１
千
円
を
増
額
し
総
額
を
90

億
９
千
４

３
４
万
３
千
円
と
す
る
も
の
︒

※
議
案
一
覧
と
議
員
賛
否
状
況
を
参
照
︒

　

歯
科
診
療
所
と
併
設
し
て
い
る
歯
科
医
師
の
医
師
住
宅

の
位
置
に
つ
い
て
︑
議
案
第
69

号
同
様
に
改
正
す
る
も
の
︒

　

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
︒

　

歯
科
診
療
所
の
名
称
及
び
位
置
に
つ
い
て
︑
新
た
な
歯

議

案

審

議

の

概

要
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６
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梼
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質
ペ
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ッ
ト
製
造
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設
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造
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工
事
）
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進
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造
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設
増
設
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事
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議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
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会
の

議
決
を
求
め
る
も
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︒
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数
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科
診
療
所
の
開
所
に
合
わ
せ
て
︑
そ
の
位
置
を
改
正
す
る

も
の
︒



　

乾
燥
設
備
等
建
屋
で
の
火
災
に
対
す
る
対
策
は
設
計

段
階
で
で
き
て
い
る
の
か
。

 　

建
屋
側
で
防
火
対
策
が
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る
︒

Q

藤
原
　
伸

A

森
林
づ
く
り
脱
炭
素
推
進
課
長

　

１
台
43
万
円
程
の
パ
ソ
コ
ン
25
台

の
更
新
を
随
意
契
約
で
と
い
う
こ
と

だ
が
、
理
由
と
今
後
の
更
新
に
つ
い

て
ど
う
な
る
の
か
。

 　

随
意
契
約
の
理
由
は
︑Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ

系
︵
地
方
公
共
団
体
と
国
の
各
府
庁

が
つ
な
が
る
行
政
専
用
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
︶
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
る
こ
と
と
︑
さ
ら
に
そ
の
後
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
含
め
て
︑
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
接
続
管
理
︑
保
守
を
一
貫

し
て
依
頼
可
能
な
た
め
︑
随
意
契
約

を
行
っ
て
い
る
︒

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
︑
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
を
一
気
に
全
部

を
変
え
る
と
な
る
と
︑
そ
の
費
用
を

賄
う
こ
と
が
困
難
な
た
め
︑
計
画
的

に
更
新
を
行
っ
て
い
る
︒

Q

下
元
　
秀
俊

A

総
務
課
長

備
品
購
入
契
約
に
つ
い
て

（
木
質
ペ
レ
ッ
ト
エ
ア
搬
送
車
（
３
ｔ
）
）
１
台

　

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
︒

可
　
決

賛
成
多
数

備
品
購
入
契
約
に
つ
い
て

（
搭
載
型
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
車
（
４
ｔ
）
）
１
台

　

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
︒

可
　
決

賛
成
多
数

備
品
購
入
契
約
に
つ
い
て

（
庁
内
事
務
用
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ
ン
（
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
系
）
）
25
台

　

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
︒

可
　
決

全
員
賛
成

10月（2024年）臨時会
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1 2 3 4 5 6 7 8審

議

結

果

議 案
番 号

議 　 　 案 　 　 名
西

川

慶

男

市

川

岩

亀

土

釜

　

清

下

元

秀

俊

西

川

豊

正

森

田

呂

弥

來

米

豊

史

藤

原

　

伸

（賛成〇、反対×、議長は裁決に加わらない）10月 臨時会（第376回）

第 68号

第 69号

第 70号

第 71号

第 72号

第 73号

第 74号

第 75号

第 76号

第 77号

専決処分の承認を求めることについて（令和６年度高知県高岡郡梼原町一般会計補正予算（第５号））

総額を９０億９４３４万３千円とするもの

国民健康保険梼原歯科診療所設置及び管理に関する条例の一部改正について

梼原町立国民健康保険梼原病院医師住宅等の設置及び管理に関する条例の一部改正について

工事請負契約について
（令和６年度 地域脱炭素移行・再エネ推進交付金事業 梼原町地域マイクログリッド構築工事）

工事請負契約について
（令和６年度 地域脱炭素移行・再エネ推進交付金事業 梼原町地域木質バイオマス発電所（熱電併給）建設工事）

工事請負契約について
（令和６年度 町単 梼原町脱炭素先行地域事業 梼原町木質ペレット製造施設敷地造成工事）

工事請負契約について
（令和６年度 地域脱炭素移行・再エネ推進交付金事業 梼原町木質ペレット製造施設増設工事）

備品購入契約について（木質ペレットエア搬送車（３ｔ））1台

備品購入契約について（搭載型トラッククレーン車（４ｔ））1台

備品購入契約について（庁内事務用デスクトップ型パソコン（ＬＧＷＡＮ系））25台

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

私は です

議案一覧と議員賛否状況



•

松
山
幸
敏
氏
（
元
自
衛
隊
３
等
陸
尉
）

　
瑞
宝
単
光
章
（
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
）
受
章

•

川
上
源
伸
氏
（
元
梼
原
消
防
団
第
五
分
団
副
分
団
長
）

　
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
叙
勲
）
受
章

•

矢
野
豪
佑
氏

　
（
鷹
取
キ
ム
チ
の
里
づ
く
り
実
行
委
員
会
代
表
）

　
高
知
県
功
労
者
表
彰
受
賞

•

市
川
岩
亀
氏
（
梼
原
町
議
会
議
員
）

　
高
知
県
功
労
者
表
彰
受
賞

•

物
価
高
騰
対
策
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

　
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

•

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
選
任
に
つ
い
て

•

第
50

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
第
26

回

　
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
に
つ
い
て

•

ゆ
す
は
ら
千
百
十
一
年
記
念
行
事
に
つ
い
て

•

空
き
家
活
用
促
進
事
業
に
つ
い
て

•

移
住
者
の
状
況
に
つ
い
て

•

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

•

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

ゆ
す
は
ら

　
に
つ
い
て

•

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

•

地
域
に
お
け
る
集
い
の
場
へ
の
訪
問
に
つ
い

　
て

•

予
防
接
種
に
つ
い
て

•
梼
原
町
上
下
水
道
料
金
改
定
検
討
委
員
会
　

　
の
開
催
に
つ
い
て

•

ご
み
処
理
・
し
尿
処
理
等
の
協
力
に
関
す
　

　
る
協
定
に
つ
い
て

•

災
害
査
定
に
つ
い
て

•

川
上
義
範
氏
（
茅
葺
き
職
人
）

　
卓
越
し
た
技
能
者（
現
代
の
名
工
）表
彰
受
賞

•

下
村
勇
成
氏
（
株
式
会
社
南
国
ミ
ロ
ク 

顧
問
）

　
土
佐
の
匠
（
金
属
加
工
分
野
）
認
定

　
町
長
は
︑
令
和
６
年
９
月
定
例
会

以
降
に
お
け
る
諸
般
の
行
政
に
つ
い

て
︑
次
の
項
目
の
報
告
を
し
た
︒︵
抜
粋
︶

行

政

報

告

行

政

報

告

行

政

報

告

行

政

報

告

●  

叙
勲
関
係

●  

表
彰
関
係

●  

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課
関
係

●  

総
務
課
関
係

●  

保
健
福
祉
課
関
係

行政報告を行う吉田町長

●  

環
境
整
備
課
関
係

●  

梼
原
病
院
関
係

●  

生
涯
学
習
課
関
係

　今年の出席者は20人

で、華やかで賑やかな

集いとなった。

令和7年

二十歳を祝う集い

表紙写真の紹介

市川岩亀議員は令和6年

11月3日㈰文化の日に高知

会館にて濱田知事より、

多年町議会議員として地

域の産業振興、公共の福

祉の増進等地方自治の発

展に寄与した功績により

受賞、表彰状が授与され

た。

•

梼
原
町
子
ど
も
未
来
議
会
に
つ
い
て

•

自
治
医
科
大
学
首
長
訪
問
事
業
に
つ
い
て

•

梼
原
歯
科
診
療
所
の
再
開
に
つ
い
て

市川議員
が受賞

梼原町議会

行政報告
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提
案
さ
れ
審
議
し
た
主
な
議
案
に
つ
い
て
の
概
要
（
※
質
疑
は
抜
粋
）

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

〈
主
な
補
正
内
容
〉

●  

共
通
内
容

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
町
職
員
給
与
改
正
に
よ
る
職
員

の
給
料
月
額
の
引
上
げ
と
期
末
及
び
勤
勉
手
当
支
給
率
の

改
定
並
び
に
︑
職
員
の
異
動
等
に
伴
う
各
費
目
間
会
計
間

で
の
人
件
費
の
調
整
︒

●  

総

務

費     　
　
　
　
　
　
　

▲
８

百

94

万

２

千

円

電
気
料
金
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
の
終
了
及
び
実
績
に
伴
う
見
直
し
等 

他

●  

民

生

費     　
　
　
　

     　
　

 

８

百

51

万

６

千

円

人
件
費
の
調
整
等
に
よ
る
国
保
会
計
繰
出
金 

他

●  

衛

生

費    　
　
　
　
　
　
　

 

▲
２

百

５

万

６

千

円

人
件
費
の
調
整
等
に
よ
る
四
万
川
診
療
所
会
計
へ
の
操
出
金 

他

●  

農

林

水

産

業

費                 

１

千

７

百

80

万

円

申
請
件
数
追
加
に
よ
る
農
業
基
盤
整
備
等
事
業
補
助
金 

他

●  

土

木

費　
　
　

     　
　
　
　
　

 

３

百

35

万

５

千

円

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
等
修
繕
料
及
び
人
件
費
の
調
整
に
よ
る
下

水
道
事
業
会
計
操
出
金　

他
対
策
事
業
の
件
数
追
加
に
伴

う
工
事
請
負
費
の
増
額 

他

●  

教

育

費　
　
　
　
　
　

     　
　
　
　

   

５

百

59

万

円

電
気
料
金
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
の
終
了
及
び
実
績
に
伴
う
見
直

し
に
よ
り
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
光
熱
水
費 

他

議

案

審

議

の

概

要

12月
定例会

可
　
決

全
員
賛
成

●  

公

債

費     　
　
　
　
　
　
　
　

３

百

28

万

９

千

円

利
率
の
確
定
に
よ
る
長
期
債
利
子
の
増
額 

他

　

２
千
９
百
26

万
円
を
増
額
し
総
額
を
91

億
２
千
３
百
60

万
３
千
円
と
す
る
も
の
︒

　

給
与
改
定
に
つ
い
て
問
う
。
町
が
外
部
に
委
託
し
て

い
る
事
業
に
つ
い
て
も
人
件
費
の
上
昇
、
物
価
高
騰
の

状
況
で
あ
る
。
委
託
先
と
の
協
議
は
。

 　

そ
う
い
っ
た
事
情
を
含
め
て
協
議
検
討
は
重
ね
て
い

く
︒
内
容
を
含
め
て
協
議
の
中
で
検
討
し
て
い
く
︒

　

給
食
事
業
は
協
議
し
て
い
る
︒
３
月
に
実
績
見
込
み

を
精
査
し
て
検
討
す
る
よ
う
に
す
る
︒

Q

下
元
　
秀
俊

A

総
務
課
長

A

生
涯
学
習
課
長

※
松
原
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶
か
ら
給
与

集
中
管
理
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶
ま
で
の
説
明
は

省
略
す
る
︒
議
案
一
覧
と
議
員
賛
否
状
況
を
参
照
︒

条
　
例

梼
原
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

今
年
一
月
か
ら
実
証
運
行
し
て
い
た
デ
マ
ン
ド
は
つ
せ

線
及
び
デ
マ
ン
ド
ま
つ
ば
ら
線
に
つ
い
て
︑
令
和
７
年
１

月
か
ら
の
本
格
運
行
開
始
に
伴
い
使
用
料
を
新
た
に
追
加

す
る
も
の
︒

可
　
決

全
員
賛
成

　

人
事
院
勧
告
等
に
基
づ
く
特
別
職
︑
一
般
職
及
び
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を
行

う
も
の
で
︑
給
与
月
額
及
び
扶
養
手
当
並
び
に
期
末
手
当
︑

勤
勉
手
当
の
改
定
を
行
う
も
の
︒ 可

　
決

全
員
賛
成

可
　
決

全
員
賛
成

可
　
決

賛
成
多
数

梼
原
町
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に

旅
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

12月（2024年）定例会

四万十源流 No.130（6）



１１月から新たに開所した梼原歯科診療所

そ 
の 
他

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

（
令
和
６
年
度 
防
災
・
安
全
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業

  

第
１-

Ａ
７
６-
０
２
７
号 

町
道
初
瀬
東
西
線 

初
瀬
東
西

  

ト
ン
ネ
ル 

ト
ン
ネ
ル
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
更
新
工
事
）

　

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
︒

可
　
決

全
員
賛
成

津
野
山
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
の
共
同
処
理

す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

津
野
山
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
で
共
同
処
理
す
る
事
務

の
一
部
を
変
更
し
︑
同
組
合
規
約
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ

い
て
︑
地
方
自
治
法
第
２
９
０
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
︒

可
　
決

全
員
賛
成

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

﹁
国
民
健
康
保
険
梼
原
歯
科
診
療
所
﹂
に
つ
い
て
梼
原

町
の
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
き
等
に

関
す
る
条
例
に
基
づ
き
指
定
管
理
者
の
候
補
者
を
選
定
し

た
の
で
︑
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第
６
項
の
規
定

に
基
づ
き
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
︒

可
　
決

全
員
賛
成

議
会
条
例

専
決
処
分

梼
原
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
梼
原
町
議
会
常
任
委
員
会
を
二
常
任
委
員
会
を
改
め
、

一
常
任
委
員
会
と
す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

　

提
出
者　

議
会
運
営
委
員
会　

委
員
長　

西
川
慶
男

︻
提
案
理
由
︵
趣
旨
弁
明
︶︼

　

我
が
国
は
今
︑
人
口
減
少
と
い
う
大
き
な
課
題
に
直
面

し
て
い
る
が
︑
本
町
に
お
い
て
も
人
口
減
少
と
少
子
化
︑

高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
︒
こ
の
こ

と
は
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
地
域
の
過
疎
化
︑
人
材
不

足
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
表
面
化
し
て
き

て
お
り
︑
本
町
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
し
て
い
く
可
能

性
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
こ
の
危
機
的
な
社
会

の
変
化
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
︒

　

当
議
会
で
は
︑
二
つ
の
常
任
委
員
会
を
設
置
し
て
各
分

野
に
専
門
性
を
持
た
せ
て
調
査
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
︑

各
所
管
の
分
野
は
そ
れ
ぞ
れ
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ

と
か
ら
︑
全
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
座
と
知
見
を
集
め
︑

調
査
︑
審
議
を
深
め
︑
課
題
解
決
に
努
め
て
い
く
こ
と
が

住
民
の
代
表
と
し
て
の
議
会
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
︒

　

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
︑
二
常
任
委
員
会
を
改
め
︑
一

常
任
委
員
会
と
す
る
梼
原
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
提
出
す
る
︒

可
　
決

全
員
賛
成

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
工
事
請
負
契
約
変
更
）

　

地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
令
和

５
年
度 

へ
き
地
医
療
施
設
整
備
事
業 

国
民
健
康
保
険
梼

原
歯
科
診
療
所 

建
築
工
事
の
工
事
請
負
契
約
変
更
に
つ

い
て
︑
令
和
６
年
10

月
23

日
付
で
専
決
処
分
し
た
の
で
︑

同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
す
る
も
の
︒

12月（2024年）定例会
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︻
変
更
内
容
︼

現 

総
務
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

新 

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
５
月
１
日
よ
り
改
正



1 2 3 4 5 6 7 8
審

議

結

果

議 案
番 号

議 　 　 案 　 　 名
西

川

慶

男

市

川

岩

亀

土

釜

　

清

下

元

秀

俊

西

川

豊

正

森

田

呂

弥

來

米

豊

史

藤

原

　

伸

（賛成〇、反対×、議長は裁決に加わらない）12月 定例会（第377回）

私は です

議案一覧と議員賛否状況

第 78 号

第 79 号

第 80 号

第 81 号

第 82 号

第 83 号

第 84 号

第 85 号

第 86 号

第 87 号

第 88 号

第 89 号

第 90 号

第 91 号

第 92 号

第 93 号

第 94 号

発委第2号

令和６年度高知県高岡郡梼原町一般会計補正予算（第６号）

総額を９１億２千３６０万３千円とするもの

令和６度高知県高岡郡梼原町立松原診療所特別会計補正予算（第1号）

総額を２千１３８万２千円とするもの

令和６年度高知県高岡郡梼原町立四万川診療所特別会計補正予算（第１号）

総額を１千１２８万円とするもの

令和６年度高知県高岡郡梼原町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

総額を５億６千４８１万円とするもの

令和６年度高知県高岡郡梼原町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

総額を５億５千６０６万２千円とするもの

令和６年度高知県高岡郡梼原町簡易水道事業会計補正予算（第２号）

収益的収入及び支出の総額を１億１千５３７万７千円とするもの

令和６年度高知県高岡郡梼原町下水道事業会計補正予算（第２号）

収益的収入及び支出の総額を１億１千９２８万円とするもの

令和６度高知県高岡郡梼原町電気事業会計補正予算（第２号）

収益的収入及び支出の総額をそれぞれ２億３千５５９万６千円、
１億４千４４４万８千円とするもの

令和６年度高知県高岡郡梼原町病院事業会計補正予算（第２号）

収益的収入及び支出の総額をそれぞれ５億３千３３９万８千円、
６億２千４９５万８千円とするもの  他

令和６年度高知県高岡郡梼原町給与集中管理特別会計補正予算（第１号）

総額を１１億２５７万４千円とするもの

梼原町コミュニティバスの運行及び管理に関する条例の
一部改正について

梼原町長等の給料及びその他の給与並びに旅費支給条例
の一部改正について

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部改正について

工事請負契約について
（令和６年度 防災・安全社会資本整備交付金事業 第１-Ａ７６-０２７号
　町道初瀬東西線 初瀬東西トンネル トンネル照明ＬＥＤ化更新工事）

指定管理者の指定について（国民健康保険梼原歯科診療所）

津野山養護老人ホーム組合の共同処理する事務の変更
及び規約の変更について

梼原町議会委員会条例の一部改正について

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ × － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

12月（2024年）定例会

四万十源流 No.130（8）



今年度議会では各区で住民との懇談会を行った

一般質問

（9） 四万十源流 No.130

交
付
税
や
補
助
金
の
確
保
に
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
く
︒

　

新
た
な
財
源
の
確
保
は
︑
各

課
を
挙
げ
専
門
家
も
交
え
取
り

組
む
︒
町
の
特
産
品
開
発
及
び

磨
き
上
げ
等
も
行
っ
て
お
り
︑
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
等
魅
力

あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を

目
指
す
︒

脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
や

太
郎
川
再
整
備
計
画
で
の

地
方
債
、
基
金
の
活
用
状
況
な

ど
総
合
的
な
見
解
を
問
う
。

　

脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
は
︑

平
成
11

年
か
ら
約
四
半
世
紀
に

わ
た
り
取
り
組
ん
で
き
た
も
の

で
︑
梼
原
と
し
て
の
本
質
的
な

姿
や
︑
梼
原
の
価
値
を
高
め
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
脱
炭
素

事
業
を
優
先
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
決
断
し
た
︒
そ
の
う
え
で

魅
力
を
感
じ
る
方
々
や
そ
の
こ

と
に
関
心
を
持
た
れ
る
方
々
︑

自
然
や
生
物
多
様
性
等
様
々
な

こ
と
に
関
心
を
持
た
れ
る
方
々
が

観
光
客
と
し
て
来
て
い
た
だ
き
︑

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
住
民

の
皆
さ
ん
の
知
恵
と
力
を
区
へ

結
集
さ
せ
、
行
政
も
地
域
の
話

に
耳
を
傾
け
対
話
と
協
働
に

よ
っ
て
元
気
で
幸
せ
な
ま
ち
を

構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
議
論
の

場
を
作
る
こ
と
や
︑
対
話
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
︒

梼
原
町
の
東
の
玄
関
口
と
な
る

太
郎
川
公
園
を
整
備
し
て
い
き

た
い
︒
財
政
的
な
こ
と
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
議
員
や
町
民
の
皆

さ
ん
に
し
っ
か
り
説
明
を
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
︒
太
郎
川
に

つ
い
て
は
当
初
︑
令
和
９
年
度
開

業
を
目
指
し
て
い
た
が
︑
２
年
は

伸
び
る
も
の
と
想
定
し
て
お
り
︑

現
在
担
当
課
と
も
協
議
を
重
ね

計
画
を
練
り
直
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
︒

　

大
き
な
事
業
と
し
て
は
︑
現

在
進
め
て
い
る
脱
炭
素
先

行
地
域
事
業
と
今
後
予
定

し
て
い
る
太
郎
川
整
備
計

画
で
あ
り
︑
こ
の
２
つ
の
事

業
が
完
了
す
る
と
︑
そ
の

先
は
大
規
模
な
事
業
は
あ

ま
り
な
い
と
見
込
ん
で
い

る
︒
大
型
事
業
が
終
わ
れ

ば
︑
地
方
債
の
償
還
は
ピ
ー

ク
を
過
ぎ
償
還
額
も
減
少

の
一
途
を
た
ど
り
︑
安
定

的
な
行
財
政
運
営
が
で
き
︑

新
た
な
財
源
確
保
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
く
︒

こ
れ
か
ら
の
行
政
運

営
は
住
民
と
共
に
進

残
り
の
任
期
が
約
１
年
と

な
る
中
、
次
年
度
に
向
け
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
問
う
。

　

﹁
対
話
と
協
働
﹂
を
掲
げ
住

民
の
皆
さ
ん
が
何
を
ど
う
感
じ

て
い
る
の
か
を
広
く
聞
き
︑
梼
原

町
総
合
振
興
計
画
の
実
現
に
向

け
て
進
め
て
い
く
︒
ま
た
︑
住
民

の
皆
さ
ん
に
共
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
気
持
ち
を
醸
成
す
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
︒
残
り
１

年
の
任
期
中
に
改
め
て
皆
さ
ん
の

声
を
聞
い
て
い
く
︒

今
後
益
々
厳
し
い
財
政
運

営
が
予
想
さ
れ
る
。
歳
出

削
減
を
徹
底
し
、
新
た
な
財
源

の
確
保
に
も
努
め
し
っ
か
り
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

事
業
の
見
直
し
︑
歳
出
削
減

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

本
町
の
財
政
運
営
で
は
約
60

億

円
を
目
途
に
予
算
編
成
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
︑
歳
入
は
地
方

QQ

Q

A

町
長

A

町
長

A

町
長

A

町
長

Q

一　般　質　問

西川  慶男  議 員

町 長
今後1年間しっかり
取り組んでいく

これまでの
課題を評価し
次年度に繋げよ



梼原産ワイン

一般質問

四万十源流 No.130（10）

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
品
質

向
上
と
収
穫
量
に
取
り
組
み
︑
買

取
価
格
を
先
方
と
交
渉
し
た
い
︒

事
業
を
見
直
し
民
間
事
業
者

を
公
募
す
べ
き
。
観
光
協
会
に

は
ワ
イ
ン
事
業
の
経
営
計
画
も
な
く
、

経
営
責
任
者
も
い
な
い
。
ま
た
地
域

特
産
品
と
し
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
育

て
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
が
、
ゆ

す
は
ら
ワ
イ
ン
の
「
商
標
権
」
が
な
い
。

仕
入
れ
単
価
が
２
，
０
０
０
円
以
上

と
高
く
、採
算
が
取
れ
な
い
。
そ
し
て
、

他
の
商
品
と
の
抱
き
合
わ
せ
で
採
算

を
と
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
事

業
単
体
で
黒
字
化
す
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
こ
う
い
っ
た
点
か
ら
観
光
協

会
が
運
営
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ

る
。
次
年
度
予
算
策
定
ま
で
に
事
業

を
見
直
し
、
事
業
移
譲
す
る
な
ど
方

向
付
け
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

井
上
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
の
契
約
内

容
︑
事
業
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
︒

ま
た
︑
こ
の
地
域
で
の
人
材
を
求
め

る
こ
と
な
ど
様
々
な
面
か
ら
検
討
を

進
め
る
︒

時
期
︑
費
用
対
効
果
︑
人
的
負
担

を
見
直
す
こ
と
に
し
た
︒

○
本
町
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

町
か
ら
の
情
報
発
信
は
現
在

町
内
へ
は
部
落
回
覧
と
町
内

放
送
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
。
業
務

の
効
率
化
、
コ
ス
ト
削
減
も
考
慮
し
、

ま
た
、
若
い
層
へ
の
情
報
提
供
を
考

え
る
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
有
効
な
手

段
で
あ
る
。
今
、
多
く
の
自
治
体
で

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
が
広
が
っ
て

い
る
。
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
で
も
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
利
便
性
に
優
れ
て
い
る
。
ま
た
、

町
外
に
向
け
て
は
梼
原
町
の
フ
ァ
ン

づ
く
り
や
観
光
に
も
大
い
に
役
立
つ

と
考
え
る
が
、
取
り
組
み
を
提
案
す

る
。

自
治
体
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
有
効
で
あ

る
と
思
う
︒
先
行
事
例
も
参
考
に
し

て
い
き
た
い
︒
現
在
町
で
は
︑
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ス
マ
ホ
で
操
作
し
や
す
い

よ
う
に
更
新
し
よ
う
と
し
て
い
る
︒

あ
ら
ゆ
る
町
の
情
報
を
一
つ
に
ま
と

め
た
自
治
体
公
式
ア
プ
リ
に
発
展
で

き
る
よ
う
に
交
付
金
の
活
用
を
考
え

て
い
く
︒

○
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

　

高
原
祭
り
、
脱
藩
マ
ラ
ソ
ン
、
土

佐
牛
丸
か
じ
り
大
会
、
グ
ル
メ
祭
り

な
ど
８
月
か
ら
11
月
ま
で
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
を
連
続
し
て
開
催
し
て
き
た

が
、
実
質
行
政
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
役
場
、
商
工
会
職
員
な
ど
休

日
出
勤
や
準
備
等
で
業
務
に
支
障
が

出
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
検
証
も
十

分
に
で
き
て
お
ら
ず
、
企
画
も
マ
ン

ネ
リ
化
し
て
き
て
い
る
。

負
担
軽
減
の
た
め
に
も
イ
ベ
ン

ト
を
分
散
し
て
開
催
す
る
べ
き

で
あ
る
。

　

職
員
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
き
た

が
︑
準
備
作
業
を
含
め
る
と
か
な
り

の
人
的
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
︒
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒

イ
ベ
ン
ト
を
５
月
か
６
月
に
分

散
し
、
民
間
事
業
者
へ
委
託

す
る
こ
と
を
検
討
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

行
政
主
導
で
は
な
く
観
光
協
会

が
具
体
的
に
戦
略
を
も
っ
て
旗
振
り

役
と
な
り
地
域
住
民
が
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
理
想
で
あ

る
と
考
え
る
︒

　

グ
ル
メ
祭
り
︑
土
佐
牛
丸
か
じ
り

大
会
に
つ
い
て
は
今
一
度
開
催
目
的
︑

○
ワ
イ
ン
事
業
は
令
和
元
年
に
試
験

栽
培
が
始
ま
り
、
５
年
が
経
過
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
栽
培
管
理
、
経
営

数
値
な
ど
種
々
の
デ
ー
タ
も
蓄
積
し

て
き
て
い
る
と
考
え
る
。
客
観
的
に

検
証
し
て
今
後
の
方
針
を
判
断
す
る

時
期
で
あ
る
。

事
業
経
営
実
績
は
。

　

令
和
元
年
か
ら
３
年
ま
で
は
ブ

ド
ウ
生
産
な
く
収
入
な
し
︒
４
年

度
か
ら
観
光
協
会
に
委
託
し
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
し
て
栽
培
に

あ
た
っ
た
︒

　

ブ
ド
ウ
生
産
販
売
実
績
は
︑

　

Ｒ
４
年
度
３
︐
０
５
６
㎏
︑

　

Ｒ
５
年
度
２
︐
３
７
４
㎏
︑

　

Ｒ
６
年
度
３
︐
４
３
０
㎏
︑

　

Ｒ
５
年
度
は
ブ
ド
ウ
販
売
１
３
６

万
円
︵
前
年
の
ブ
ド
ウ
販
売
含
む
︶

ワ
イ
ン
売
上
75

万
円
︑
支
出
は
ワ
イ

ン
の
仕
入
れ
74

万
円
︑
人
件
費
２
９

６
万
円
含
め
４
３
１
万
円
で
98

万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
が
︑
町
か
ら

の
委
託
料
を
除
く
と
約
２
０
０
万
円

の
損
失
と
な
っ
て
い
る
︒

ワ
イ
ン
事
業
と
町
内
他
品
目

と
の
比
較
は
。

　

反
収
１
︐
５
０
０
㎏
︑
金
額
は
39

万
円
で
︑
他
品
目
に
比
べ
て
低
い
︒

ブ
ド
ウ
の
買
取
価
格
が
２
５
０
円
／

㎏
で
あ
る
こ
と
か
ら
収
量
を
２
倍
に

QQ

Q

A

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課
長

A

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課
長

A

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課
長

A

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課
長

A

ま
ち
づ
く
り
産
業
推
進
課
長

A

総
務
課
長

A

町
長

Q

Q

Q

一　般　質　問

下元  秀俊  議 員

町 長 見直しをする

ワイン事業は
民間に移譲する
べきである



令
和
６
年
12

月
10

日

庁
内
に
て
︑
付
託
事
項
の
審
査

及
び
と
り
ま
と
め

　

我
が
国
は
今
︑
人
口
減
少
と

い
う
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て

い
る
が
︑
本
町
に
お
い
て
も
人

口
減
少
と
少
子
化
︑
高
齢
化
が

急
速
に
進
展
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
︒
こ
の
こ
と
は
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
や
地
域
の
過
疎

化
︑
人
材
不
足
な
ど
多
く
の
課

題
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
表
面
化

し
て
き
て
お
り
︑
本
町
が
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
し
て
い
く
可

能
性
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
︒
こ
の
危
機
的
な
社
会
の

変
化
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒

　

当
議
会
で
は
︑
二
つ
の
常
任

委
員
会
を
設
置
し
て
各
分
野
に

専
門
性
を
持
た
せ
て
調
査
活
動

を
行
っ
て
き
た
が
︑
各
所
管
の

分
野
は
そ
れ
ぞ
れ
に
密
接
に
関

連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
全
議

員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
座
と
知
見

　

総
務
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
と
産
業
建
設
常

任
委
員
会
に
お
い
て
は
︑
令
和
６
年
９
月
13

日

第
３
７
５
回
９
月
定
例
会
に
お
い
て
︑
閉
会
中

の
調
査
付
託
を
受
け
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
調

査
を
予
定
し
て
い
た
が
︑
現
在
の
町
内
の
様
々

な
分
野
に
お
い
て
︑
人
口
減
少
問
題
︑
少
子
高

齢
化
︑
人
材
不
足
等
の
課
題
が
主
に
挙
げ
ら
れ

て
お
り
︑
ま
ず
は
町
内
の
現
状
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
優
先
し
た
た
め
︑
本
件
に

関
す
る
調
査
に
至
っ
て
い
な
い
︒
今
後
改
め
て

調
査
を
行
い
報
告
す
る
︒

調
査
日
程
等

委　員　会　報　告 議会運営委員会 委員長  西川  慶男

を
集
め
︑
調
査
︑
審
議
を
深
め
︑

課
題
解
決
に
努
め
て
い
く
こ
と

が
住
民
の
代
表
と
し
て
議
会
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
︒

　

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
︑
二

常
任
委
員
会
を
改
め
一
常
任
委

員
会
と
す
る
よ
う
結
論
に
達
し

た
の
で
︑
報
告
す
る
も
の
で
あ

る
︒

調
査
の
目
的

　
　

 

及
び
結
果

二常任委員会を

一常任委員会に改める

構
成
委
員
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森
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正
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市
川  

岩
亀

オ
ブ
ザ
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バ
ー　

 

土
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清

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー　

 

下
元  

秀
俊

構
成

委
員

総
務
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　

委

員
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弥

　

副
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來
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豊
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藤
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下
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俊
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西
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慶
男

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委

員

長    

西
川  

豊
正

　

副
委
員
長　

 

市
川  

岩
亀

　

委　
　

員　

 

藤
原  　

伸
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來
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土
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清

委員会報告
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月
８
日
㈰
和
田
城
横
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
議
長
杯
争
奪
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
雪
が
ち
ら
つ
く
寒
空
の
も

と
町
内
６
チ
ー
ム
27

人
の
皆
さ
ん
の
参
加
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

　

優　

勝　

四
万
川
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

川
西
路
チ
ー
ム

　

第
三
位　

上
松
チ
ー
ム

ゆ
す

は
ら

町
議

会
だ

よ
り

1
3
0

第
号

発
 行
／

梼
原

町
議

会
　

高
知

県
高

岡
郡

梼
原

町
梼

原
1

4
4

4
-1

　
T

E
L

 0
8

8
9（

6
5

）
1

1
1

8

編
 集
／

議
会

広
報

編
集

委
員

会
　

　
印

刷
所
／

㈲
中

島
出

版
印

刷

　
昨
年
も
色
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
石
川
県
能
登
半
島
地
震
か
ら

始
ま
っ
た
一
年
で
し
た
。

　
世
界
で
は
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
の
大

統
領
選
挙
な
ど
、
日
本
で
は
東
京
都
知

事
選
や
衆
議
院
選
挙
な
ど
世
界
的
に
も

選
挙
が
多
か
っ
た
年
の
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　
そ
し
て
日
本
の
政
局
も
少
し
変
わ
っ

て
い
き
そ
う
な
予
感
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、

イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
戦
争
、
シ

リ
ア
の
ア
サ
ド
独
裁
政
権
の
崩
壊
な

ど
、
世
界
は
激
動
し
て
い
ま
す
。

　
梼
原
で
も
昨
年
は
脱
炭
素
事
業
の
開

始
、
太
郎
川
再
開
発
に
お
け
る
ホ
テ
ル

建
設
予
定
も
あ
り
、
大
き
な
事
業
が
続

き
ま
す
が
、
進
む
方
向
を
間
違
え
ず
に

明
る
い
未
来
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い

で
い
け
ら
れ
る
よ
う
し
な
け
れ
ば
と
痛

感
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
ま
ん
ま
で
え
い
こ
と
、
こ
の

ま
ん
ま
で
は
い
か
ん
こ
と
」
を
み
ん
な

で
考
え
て
、
梼
原
を
よ
り
よ
い
町
に
す

る
よ
う
に
尽
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
皆
様
に
と
っ
て
も
今
年
が
光
り
輝
く

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
來
米
　
豊
史
　
記

　

　

あ

と

が

き

各委員会は、３月定例会までの閉会中に、

次の事項を調査します。

閉会中の所管事務調査事項
● 議会運営委員会　

● 議会広報編集委員会

３月定例会の運営について

議会広報の発行について

令
和
６
年
度
議
長
杯
争
奪

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

心のふれあい広場
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